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１．はじめに 

GIGA スクール構想による 1 人 1 台端末の実現

を受けて、教育現場ではその効果的な活用方法の

開発が期待されている。一方で体育は、教科書が

ないことにその特徴があり、授業づくりの自由度

が保証されているが、その点に困難を抱く教師も

少なくない。副読本として、典型的な教材が示さ

れたものは、文部科学省の「小学校体育（運動領

域）まるわかりハンドブック」などをはじめとし

ていくつか提供されている。しかし、教師が願う

授業を実現するための媒介となる教材の開発は、

教師の仕事の中心であり、既存の書籍が利用でき

るものばかりではない。 
体育の授業で育成を目指す資質・能力の 1 つで

ある技能は、学習指導要領では文字として書かれ

ており、児童のみならず教師にとってもその内容

を具体的に理解することは難しい。動きのイメー

ジを伝達することは、体育授業において必要とさ

れる教師の力量のひとつである。個人種目として

の技の示範においては、決して教師が示範を見せ

る必要性があるわけではないが、その困難を指摘

する教師は少なくない。また、その授業の到達を

目指す動きが集団であれば、教師が直接演示する

ことはできない。このような中で、動きのイメー

ジを伝える手段として ICT 端末によって多様な

メディアを教具として使用できることは授業の効

果を高めることが予想される。そこで本研究では、

附属小学校において体育の「教科書」を ICT 端末

により作成することの効果を検証することを目的

として、「マット運動」（開脚前転、補助倒立前転）

における実践において得られた授業づくりに関す

る知見に関して報告する。 

２．方法 

 体育授業において実践的にその効果を検証する。

今年度に関しては、探索的に課題点を抽出し、翌

年度以降の研究へと架橋できるようにする。 
 
実践授業 1 
領域 器械運動（マット運動） 
教材 開脚前転 補助倒立前転 
学年 5 年生 

 
実践授業２ 
領域 器械・器具を使った運動遊び 
教材 かかえ込み跳び 
学年 ２年生 

 
授業のねらい 
基礎感覚となる運動を学校として共通して身に

付けさせるためにタブレットを活用し、技とその

動き方を明確に提示する。目標となる運動の下位

教材となる運動は、児童が自分でアクセスできる

ようにする。体の動きの感じ方は、「絵や言葉」を

使って記録し、友達に伝える場面を設定する。 
体育授業で期待する体育的表現力のひとつとし

て、タブレットを活用し、ロイロノートを使用し

て「教科書」として利用する学習資料を作成する。

ロイロノートのカードを用いて自分の行う運動を

イメージとして保存し、自らが活用できるように

体育の「教科書」を作ることによって主体的に学

ぶことができるようにする。 
体育の学習の醍醐味は、「仲間と学ぶ」ことであ

ると考える。「仲間との学び」は、「できる」「わか

る」子供を育てる重要なポイントである。そこで、

が示唆された。 
③幼児期に 3 人目の動きを理解するためには、遊

びの中で幼児同士の具体的な指示が有効な場合

があると示唆された。 
 
幼児期のバルシューレを参考に開発した 3 人目

の動きを引き出すパスゲームは、ルールを工夫する

ことで幼児期に 3 人目の動きを理解し、ゲームを

行うことができることが検証された。幼児期に 3人

目の動きを引き出すことにより、児童期以降のボー

ル運動や球技を行うための技能面や協働性の基盤

となるため、意義のあることだと考える。 
本研究で行った「3 人ボール繋ぎ」は、指定され

た場所に指定されたルートを通っていくルールと

していたため、幼児がボールをもらう位置を選択す

ることはなかった。自らがもらう位置を選択するた

めには、パスをした後に状況を理解し、次に移動す

るべき空いている場所を判断するなど一度に多く

の処理が求められる。今後は、自らが移動する場所

を選択できる遊びについて検証し、ボール運動や球

技に必要とされる力をより身につけられるように

研究を継続していきたい。 
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○画像や映像で捉えることは、瞬時の動きを眼で

捉えるよりも容易で、かつ再現性があり、自己の

動きをフィードバックすることができた。 
○自分の感覚と自分の動きを客観視できる映像と

のギャップが生じ、自らの課題を的確に把握する

ことができた。 
○静止画や動画で振り返りをすることで、客観的

に自分の動きを確認し、記述することができた。 
○1 人 1 台端末になることで、何度でも簡単に動

きを見直すことができた。 
○運動前に自分の動きをタブレットで見て、課題

意識を感じてから運動に取り組むことは非常に効

果的であった。 
○タブレット使用と相性がよい領域、場面を追求

することができた。 
 
●見ることに集中するあまり、運動量がおろそか

になる面もある。見る場面と運動場面とを明確に

区別したり,運動を促す声掛けをしたり、バランス

よく取り組みたいと考える。 
●低学年の児童が文字を打ち込む際には、かな入

力や音声入力に慣れる必要がある。 
●タブレット操作に慣れるまで時間がかかり、運

動量が減少する。 
●タブレットを使用する際の留意点や領域、場面

については更なる実践が必要である。 
●個別最適な学びになればなるほど、子供同士の

関わり合いが薄れていくことに対して、今後も実

践研究が必要である。 
●ICT 活用のベストミックスが課題である。 
●発達段階に応じた取り扱い方、ルール等につい

て検証する必要がある 
●映像や画像を見て学ぶ適時性については検討が

必要である。 
●低・中学年での使用方法や提示の仕方について

は、これからの課題としたい。 
 
 
 
 

図 1 動画の書き込み 
 

４．考察 

ICT 端末によって体育の「教科書」を作成する

利点は、汎用性の高さにある。そのキーワードと

なるのは、カスタマイズ・パーソナライズ、シス

テマティック（明確化、系統化）、インテグレーシ

ョンである。 
教科書は、教科用図書として、学校で教科を教

える中心的な教材として使われる児童生徒用の図

書であり、「教育課程の構成に応じて組織配列され

た教科の主たる教材」として、児童生徒が学習を

進める上で重要な役割を果たしている。教室の構

造が指導と学習から、学びへ転換されるにあたっ

ては、その教材・学習材がどのようにあるべきか

についても問われる時代となっている。教科書が

既成のものとして与えられれば、児童にとっては

与えられたものを受け入れる受動的な姿勢を隠れ

たカリキュラムとして採用することになる。今日

の主体的・対話的で深い学びを標榜するためには、

既存の構造を崩して、新たな学びの形をつくる必

要がある。教科書のない体育という教科において

は、このような新しい学びの姿をつくる可能性が

あり、体育のみならず、「教科書」を自ら作ること

は、能動的に学ぶことを促す可能性がある。教科

書のない体育にとっては、その効果は他教科より

も高いことが推察される。独自にカスタマイズさ

れ、パーソナライズされることが、学びを個別最

適化する。与えられた課題を自分事にできるから

こそ主体的に取り組むことができるようになるの

である。 

動画をグループ内で共有することによって、コツ

やポイントを伝え合う場面を設定し、「思考力、判

断力、表現力等」の育成につなげるようにする。 
 

３．結果 

 運動の様子を仲間に撮影してもらうことによっ

て、映像をもとに自分の動きが確認できるように

なった。タブレットをどのように使用するかとい

うことを教え、動きをよくするために見るポイン

トを具体的に指示することで、自分の動きを把握

することができるようになった。個に応じた学び

も可能となり、効果的に ICT 端末を活用する授業

として、以下のような授業が考えられた。 
 
① 単元と単位時間の授業構成 
単元の構成として、目標となる技や動きを連続

図や教師の演示で示し、目標を明確化する。単元

の終わりには、自分の苦手としていることを課題

としてタブレット上のアプリを活用してデジタル

ノートとして紙に書くようにして、ポートフォリ

オとしての役割を持たせるようにした。 
各単位時間の授業構成では、前時の児童の課題

をタブレットに集約し、それぞれの課題に応じた

複数の練習場所を想定して授業づくりを行うよう

にした。授業の始まりにおいては、自己の課題に

応じた練習の場を選択させる時間を設定して、仲

間と関わらせながら「わかる」「できる」授業を目

指した。 
授業では、各自の課題を明確に捉えることがで

きるようにするために全体で確認する場を設定し、

自分の課題を把握した上で練習の場を選択させた。

児童の取り組みを教師が把握するために、アンケ

ート機能を用いて活動場所の見える化を図った。

練習の場を選択する際には、「何を練習すればよい

か」を選べるように資料を提示し、それぞれの練

習の仕方は映像で示した。グループ単位で取り組

むが、各自の練習の場の選択や方法の選択は、児

童が自由に決めることができるようにしている。 
授業の後半は、児童が互いの動きを見合ったり、

撮影し合ったりして、客観的に自分の動きを見る

ことができるように配慮する。自分の動きの修正

については、撮影した映像を根拠にして理由を持

って行うようにした。授業の最後には、学習によ

って感じとった動きのコツや授業で他人から学ん

だポイントをデジタルノートに記入させて、次時

の学習につなげるようにした。 
 
② 体育の「教科書」とノートづくり 
動画資料をもとにした課題を設定することをテ

ーマとして、自作動画や「YouTube」を活用した。

素材としたのは、録画した教師による演示、文部

科学省のYouTube チャンネルにある「まるわかり

ハンドブック：跳び箱」の動画である。教師が学

習課題となる技を紹介し、目標となる技の動画を

タブレットに取り込んで視聴できるようにした。 
一人一台のタブレットがあることによって、繰

り返しやスローモーションの操作が自分で必要に

応じて使えるようになり、個別最適の学びが促進

された。また、対話的な学びを生む方策として、

大型モニターにより児童全員で同じ技を視聴し、

イメージをもたせて授業を始めるようにした。そ

の際には、児童の気付きを取り上げると同時に、

技の説明を加え、技のポイントを明確にして視覚

的に共有した。例えば、動き方を明示するために、

「両足で踏み切り、着手後に足を抱え込むように

飛び越す」などのように指導し、動きの発生を図

るようにした。動きを教える方法として、連続図

に技のポイントを書き込み、 教師の演示と合わせ

て動画を視聴させることによって、運動指導の効

果を高めることができた。 
動きのイメージを共有した後で、実際に試しの

運動を行うことにより、自分のできることやでき

ないこと、わからないことなどが明確になり、単

元における自分が取り組む課題を設定することが

容易にできるようになった。 
 
成果と課題として、以下の点があげられた。 
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複数の練習場所を想定して授業づくりを行うよう

にした。授業の始まりにおいては、自己の課題に

応じた練習の場を選択させる時間を設定して、仲

間と関わらせながら「わかる」「できる」授業を目

指した。 
授業では、各自の課題を明確に捉えることがで

きるようにするために全体で確認する場を設定し、

自分の課題を把握した上で練習の場を選択させた。

児童の取り組みを教師が把握するために、アンケ

ート機能を用いて活動場所の見える化を図った。

練習の場を選択する際には、「何を練習すればよい

か」を選べるように資料を提示し、それぞれの練

習の仕方は映像で示した。グループ単位で取り組

むが、各自の練習の場の選択や方法の選択は、児

童が自由に決めることができるようにしている。 
授業の後半は、児童が互いの動きを見合ったり、

撮影し合ったりして、客観的に自分の動きを見る

ことができるように配慮する。自分の動きの修正

については、撮影した映像を根拠にして理由を持

って行うようにした。授業の最後には、学習によ

って感じとった動きのコツや授業で他人から学ん

だポイントをデジタルノートに記入させて、次時

の学習につなげるようにした。 
 
② 体育の「教科書」とノートづくり 
動画資料をもとにした課題を設定することをテ

ーマとして、自作動画や「YouTube」を活用した。

素材としたのは、録画した教師による演示、文部

科学省のYouTube チャンネルにある「まるわかり

ハンドブック：跳び箱」の動画である。教師が学

習課題となる技を紹介し、目標となる技の動画を

タブレットに取り込んで視聴できるようにした。 
一人一台のタブレットがあることによって、繰

り返しやスローモーションの操作が自分で必要に

応じて使えるようになり、個別最適の学びが促進

された。また、対話的な学びを生む方策として、

大型モニターにより児童全員で同じ技を視聴し、

イメージをもたせて授業を始めるようにした。そ

の際には、児童の気付きを取り上げると同時に、

技の説明を加え、技のポイントを明確にして視覚

的に共有した。例えば、動き方を明示するために、

「両足で踏み切り、着手後に足を抱え込むように

飛び越す」などのように指導し、動きの発生を図

るようにした。動きを教える方法として、連続図

に技のポイントを書き込み、 教師の演示と合わせ

て動画を視聴させることによって、運動指導の効

果を高めることができた。 
動きのイメージを共有した後で、実際に試しの

運動を行うことにより、自分のできることやでき

ないこと、わからないことなどが明確になり、単

元における自分が取り組む課題を設定することが

容易にできるようになった。 
 
成果と課題として、以下の点があげられた。 
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で新しい運動感覚を創りだすことができる可能性

がある。「もっと手を奥についた方がいいよ。」と

いうアドバイスや「さっきよりも、両足で力強く

踏み切っているよ。」というように、成長を確認す

るような姿も見ることができ、学びに向かう力・

人間性等の観点でも効果が見られた。 
タブレット導入の効果としてあげられるのは、

自分の動きを画像や映像で客観的に捉えることが

容易になったことがあげられる。児童が自分の動

きを確かめたくなったときに、何度でも振り返る

ことができることは、探究心の向上につながった。

また、資料を提示し、対話を導くコミュニケーシ

ョンボードとして活用するためには、授業を設え

ることと、教師が適宜介入しながら、動きを高め

る手段として使うことに留意することも必要であ

ることが示唆された。 
タブレットの特性をまとめると、再現性があり、

自分を客観化できること、保存性があって比較で

きること、即時性があって科学的に考えられるこ

と、加工性があって、自分の興味・関心を焦点化

できること、平易化して具現化することによって

わかりやすくできることなどの長所があり、暗黙

知を明確にして扱うことを可能にさせることが有

効と推察された（表 1）。 
 

表 1 タブレットの効果 
 
①再現性：客観化できる 
②保存性：比較できる 
③即時性：科学的にできる 
④加工性：焦点化できる 
⑤平易化・具現化：わかりやすくできる 
⑥暗黙知の知識化：具体化できる 

 
  
授業の中では、撮影、分析、比較、学び合いの

観点からの効果が考えられた。運動を撮影するに

あたっては、カメラアプリは、ICT 端末に基本の

機能であり、Information としての活用の中心と

なる部分である。自分の動きを映像に残すことで、

自分を客観的に見ながら振り返ることができるよ

うになることが技能を身に付ける際に有効となり、

これらを「教科書」として活用できるように記録

することが運動学習として重要な働きをなす。撮

影した映像をスロー再生したり、一時停止したり

することは、低学年の児童でも容易に操作するこ

とができるので、自分の動きの様子を繰り返し、

客観的に見ることは、学年を問わず可能と考えら

れた。 
動きは、見ているだけでは消失し、記憶に頼る

だけでは詳細に振り返ることはできない。今まで

は、自分たちの眼で見たものをその瞬間に記憶し

て、アドバイスをしていた。また、デジタルカメ

ラやビデオカメラなどで撮影し、 テレビやプロジ

ェクターなどの大掛かりな装置を用いてフィード

バックを行うだけでは、自分の必要とするタイミ

ングで見ることや繰り返し自分の映像だけを見た

りすることはできなかった。しかし、低学年であ

っても、タブレットによって容易に映像を扱うこ

とが可能になり、次に取り組むべき技も明確にす

ることができるようになった。 
振り返りにおいては、動画を見ながら授業のま

とめを行うことができるようになった。さらに、

動きに対するコメントを記入して、成果物を作成

して、ロイロノートを利用して提出箱に提出させ、

教師や児童で共有した。動画を学級全体で共有で

きることがこれまでにはなかった使い方であり、

提出されたものを共有して見ることで、教師が一

人一人の動きを把握するだけでなく、次時の導入

の際にも教師が提示することによってイメージの

共有が容易にできるようになった。ロイロノート

の共有や提出の機能や iPad における AirDrop 
機能は、共有を容易にする、ICT 機器を用いた長

所のひとつと考えられる。 
動画から静止画を取り出すことも有効と考えら

れ、スクリーンショットの活用も効果的な教育方

法と考えられた。例えば、膝を抱え込む瞬間で動

画を一時停止した画像によって、落ち着いて動き

を分析することができるようになり、「膝の引き付

けが足りない」などの気付きにつながり、 連続図

動きを学ぶ際には、局面に分けて自分の課題を

つかみ、理論的に理解して身体を操作することが

効果的である。しかし、教師が全ての児童の課題

に個別に対応できるとは限らないので、つまずき

のパターンを蓄積し、必要に応じてフィードバッ

クすることができれば、指導が効率化・最適化で

きると考えられる。体育の学びの中心である動き

は言葉にすることが困難な身体知であるが、ICT
端末の活用によって、動画を知識化して扱うこと

が可能になった。つまり、言語で表現することの

できない知識を授業で容易に扱うことが可能にな

ったのである。 
一方で、ICT 端末には、これまでの概念を超え

た新しい使い方が示されている。目標となる内容

を収めるだけではなく、自分の学びの過程も記録

することができるので、ポートフォリオとして軌

跡を残すことができる。保護者を始めとした第三

者へのアカウンタビリティを果たすだけでなく、

次の段階の学びにおいて自らを振り返る重要な資

料となる。自分の学びを振り返るという点では、

自分からは見えない自分の動きを、客観的に見る

ことができるようになったことは、学び方の大き

な変化である。このような技術の発達に対応した

教育方法が標準となっていくことは、体育の学び

において非常に有効と考えられた。 
教科書のない体育で「教科書」をつくるという

ことは、目標の具体的なイメージ化を図るだけで

はない。ICT 端末は、ノートであり、参考書であ

り、コミュニケーションを図る資料を提示する多

用途なツールとして機能し、これまでの概念では

規定できない。学びに必要なものを統合し、ひと

つのパッケージとして扱うことができることも重

要な機能と考えられる。 
ICT 端末による映像の扱い方については、①ス

ローモーション機能、②連続再生機能、③一時停

止機能の使用が効果的であった。スローモーショ

ン機能は、動きの流れを一つずつ確認すること、

連続再生機能は、目指す動きを常に確認すること、

一時停止機能は、瞬間的な動きを確認することに

使用した。 

撮影方法としての ICT 端末の操作とは異なる

留意点として、動きのどこを見るかという「視点」

が動きを身に付けるために重要である。ポイント

となる部分（手や足の動きなど）を教師があらか

じめ教えることによって、焦点を絞って撮影する

ことができるようになった。 
ICT端末によってコミュニケーションを活性化

させるために、自分の動きと目指す動きや連続図

を比較させた。ロイロノートを使って撮影した映

像をグループで共有し、学び合うことができるよ

うに設えた。その結果、運動している自分の動き

を友達に撮影してもらうように頼んだり、その映

像をロイロノート内に取り込んで、お互いに動き

を見合ってアドバイスしたり、仲間と学び合いを

するツールとして ICT 端末を活用する場面が見

られるようになった。 
 

図 2 コミュニケーションツール 
 
このように、仲間と交流することを通して、自

分の姿に注目し、動きを高めることへ意識を向け

させることができるようになった。目指す姿と自

分の動きを比較し、できている点や修正点を確認

することが自分の課題としてとらえられるように

なった。そうしてはじめて動きを比較することが

有効な学びとなったと考えられる。 
体育の「教科書」の作成は、知識と技能の向上

だけでなく、仲間と関わる手段としてのコミュニ

ケーションツールとしても活用することが可能で

ある。仲間の感じたさまざまな動きの感覚を映像

以外でも記録し、伝え合うことにより、自分の中
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で新しい運動感覚を創りだすことができる可能性

がある。「もっと手を奥についた方がいいよ。」と

いうアドバイスや「さっきよりも、両足で力強く

踏み切っているよ。」というように、成長を確認す

るような姿も見ることができ、学びに向かう力・

人間性等の観点でも効果が見られた。 
タブレット導入の効果としてあげられるのは、

自分の動きを画像や映像で客観的に捉えることが

容易になったことがあげられる。児童が自分の動

きを確かめたくなったときに、何度でも振り返る

ことができることは、探究心の向上につながった。

また、資料を提示し、対話を導くコミュニケーシ

ョンボードとして活用するためには、授業を設え

ることと、教師が適宜介入しながら、動きを高め

る手段として使うことに留意することも必要であ

ることが示唆された。 
タブレットの特性をまとめると、再現性があり、

自分を客観化できること、保存性があって比較で

きること、即時性があって科学的に考えられるこ

と、加工性があって、自分の興味・関心を焦点化

できること、平易化して具現化することによって

わかりやすくできることなどの長所があり、暗黙

知を明確にして扱うことを可能にさせることが有

効と推察された（表 1）。 
 

表 1 タブレットの効果 
 
①再現性：客観化できる 
②保存性：比較できる 
③即時性：科学的にできる 
④加工性：焦点化できる 
⑤平易化・具現化：わかりやすくできる 
⑥暗黙知の知識化：具体化できる 

 
  
授業の中では、撮影、分析、比較、学び合いの

観点からの効果が考えられた。運動を撮影するに

あたっては、カメラアプリは、ICT 端末に基本の

機能であり、Information としての活用の中心と

なる部分である。自分の動きを映像に残すことで、

自分を客観的に見ながら振り返ることができるよ

うになることが技能を身に付ける際に有効となり、

これらを「教科書」として活用できるように記録

することが運動学習として重要な働きをなす。撮

影した映像をスロー再生したり、一時停止したり

することは、低学年の児童でも容易に操作するこ

とができるので、自分の動きの様子を繰り返し、

客観的に見ることは、学年を問わず可能と考えら

れた。 
動きは、見ているだけでは消失し、記憶に頼る

だけでは詳細に振り返ることはできない。今まで

は、自分たちの眼で見たものをその瞬間に記憶し

て、アドバイスをしていた。また、デジタルカメ

ラやビデオカメラなどで撮影し、 テレビやプロジ

ェクターなどの大掛かりな装置を用いてフィード

バックを行うだけでは、自分の必要とするタイミ

ングで見ることや繰り返し自分の映像だけを見た

りすることはできなかった。しかし、低学年であ

っても、タブレットによって容易に映像を扱うこ

とが可能になり、次に取り組むべき技も明確にす

ることができるようになった。 
振り返りにおいては、動画を見ながら授業のま

とめを行うことができるようになった。さらに、

動きに対するコメントを記入して、成果物を作成

して、ロイロノートを利用して提出箱に提出させ、

教師や児童で共有した。動画を学級全体で共有で

きることがこれまでにはなかった使い方であり、

提出されたものを共有して見ることで、教師が一

人一人の動きを把握するだけでなく、次時の導入

の際にも教師が提示することによってイメージの

共有が容易にできるようになった。ロイロノート

の共有や提出の機能や iPad における AirDrop 
機能は、共有を容易にする、ICT 機器を用いた長

所のひとつと考えられる。 
動画から静止画を取り出すことも有効と考えら

れ、スクリーンショットの活用も効果的な教育方

法と考えられた。例えば、膝を抱え込む瞬間で動

画を一時停止した画像によって、落ち着いて動き

を分析することができるようになり、「膝の引き付

けが足りない」などの気付きにつながり、 連続図

動きを学ぶ際には、局面に分けて自分の課題を

つかみ、理論的に理解して身体を操作することが

効果的である。しかし、教師が全ての児童の課題

に個別に対応できるとは限らないので、つまずき

のパターンを蓄積し、必要に応じてフィードバッ

クすることができれば、指導が効率化・最適化で

きると考えられる。体育の学びの中心である動き

は言葉にすることが困難な身体知であるが、ICT
端末の活用によって、動画を知識化して扱うこと

が可能になった。つまり、言語で表現することの

できない知識を授業で容易に扱うことが可能にな

ったのである。 
一方で、ICT 端末には、これまでの概念を超え

た新しい使い方が示されている。目標となる内容

を収めるだけではなく、自分の学びの過程も記録

することができるので、ポートフォリオとして軌

跡を残すことができる。保護者を始めとした第三

者へのアカウンタビリティを果たすだけでなく、

次の段階の学びにおいて自らを振り返る重要な資

料となる。自分の学びを振り返るという点では、

自分からは見えない自分の動きを、客観的に見る

ことができるようになったことは、学び方の大き

な変化である。このような技術の発達に対応した

教育方法が標準となっていくことは、体育の学び

において非常に有効と考えられた。 
教科書のない体育で「教科書」をつくるという

ことは、目標の具体的なイメージ化を図るだけで

はない。ICT 端末は、ノートであり、参考書であ

り、コミュニケーションを図る資料を提示する多

用途なツールとして機能し、これまでの概念では

規定できない。学びに必要なものを統合し、ひと

つのパッケージとして扱うことができることも重

要な機能と考えられる。 
ICT 端末による映像の扱い方については、①ス

ローモーション機能、②連続再生機能、③一時停

止機能の使用が効果的であった。スローモーショ

ン機能は、動きの流れを一つずつ確認すること、

連続再生機能は、目指す動きを常に確認すること、

一時停止機能は、瞬間的な動きを確認することに

使用した。 

撮影方法としての ICT 端末の操作とは異なる

留意点として、動きのどこを見るかという「視点」

が動きを身に付けるために重要である。ポイント

となる部分（手や足の動きなど）を教師があらか

じめ教えることによって、焦点を絞って撮影する

ことができるようになった。 
ICT端末によってコミュニケーションを活性化

させるために、自分の動きと目指す動きや連続図

を比較させた。ロイロノートを使って撮影した映

像をグループで共有し、学び合うことができるよ

うに設えた。その結果、運動している自分の動き

を友達に撮影してもらうように頼んだり、その映

像をロイロノート内に取り込んで、お互いに動き

を見合ってアドバイスしたり、仲間と学び合いを

するツールとして ICT 端末を活用する場面が見

られるようになった。 
 

図 2 コミュニケーションツール 
 
このように、仲間と交流することを通して、自

分の姿に注目し、動きを高めることへ意識を向け

させることができるようになった。目指す姿と自

分の動きを比較し、できている点や修正点を確認

することが自分の課題としてとらえられるように

なった。そうしてはじめて動きを比較することが

有効な学びとなったと考えられる。 
体育の「教科書」の作成は、知識と技能の向上

だけでなく、仲間と関わる手段としてのコミュニ

ケーションツールとしても活用することが可能で

ある。仲間の感じたさまざまな動きの感覚を映像

以外でも記録し、伝え合うことにより、自分の中
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IICCTT 機機器器をを活活用用ししたた体体育育のの反反転転学学習習  

－－動動作作解解析析ややゲゲーームム分分析析にに向向けけたたロロイイロロノノーートトのの活活用用－－  

 

清水茂幸・清水 将＊、佐々木篤史・熊谷春菜＊＊、菅原純也・遠藤勇太・渡辺清子＊＊＊ 

＊岩手大学教育学部、＊＊岩手大学教育学部附属中学校、＊＊＊岩手大学教育学部附属小学校 

（令和 4 年３月 14 日受理） 

 
１．はじめに 

今年度開始された GIGAスクール構想によって、

ICT機器の 1人 1台端末が実現し、児童生徒の学び

の環境や方法は大きく変化した。一方、コロナ渦の

状況も手伝い、テレワークも取り入れられるように

なった昨今では、スマート社会に対応した教育が今

まで以上に必要になっている。これらのことから

ICT端末を使いこなして様々なタスクをこなし、適

切なコミュニケーションをとってパフォーマンス

を高めていくための汎用的な資質・能力の育成は、

教科横断的に求められており、とりわけ実技を中心

とする教科である体育授業の ICT 端末を活用した

授業方法の確立については、喫緊の課題と考えられ

る。 

前年度の研究から、ICTの主な活用場面を授業中

から授業外にすることによって、授業中の運動量を

確保できることが検証された。本年度は生徒１人に

１台あたりタブレットが配られることから、タブレ

ットを利用した体育授業の反転授業化を図ること

が本研究の目的である。反転授業とは、授業に先立

って知識をインプットし授業でアウトプットする

というスタイルである（図 1）。これにより授業中

に思考判断をともなった運動の学習が可能になり、

事前の映像学習によって授業のインストラクショ

ンを減らすことが可能となる。 

 
２．方法 
（１）実践対象 
附属中学校1年～3年生を対象とした。授業は、

附属中学校教諭佐々木篤史氏と熊谷春菜氏が担当

した。 
 

 

図 1 反転授業とは 

 

（２）授業構想 

 今回行った授業は、「ネット型、バドミントン」、

「ゴール型、サッカー」、「ゴール型、バスケット

ボール」及び「体つくり運動」である。 

体育の授業では、映像を扱った取り組みは、ICT

端末の導入以前から家庭用ビデオカメラなどを活

用して行われてきた。体育で扱う知識は、言語化

が困難な暗黙知である身体知（言葉にできないけ

れども身体が知っていること）であることも多い。

また、自分の動きの出来映えをとらえるためには、

時間や距離の測定だけではなく、自分を対処とし

た客観的な視点からの情報を得ることによって修

正していくことも重要である。このような取り組

みに対して、コミュニケーションを図るツールの

活用は、体育授業ではあまり行われてこなかった

ことがあり、この点の充実が課題と考えられてい

る。しかし、お互いに関わり合うこと、コミュニ

ケーションすることは、体育授業の主要な目標と

されており、直接の内容である。コミュニケーシ

反転授業
＊反転授業としての運動量確保、紙と鉛筆（アウトプット）も重視

授業前 授業中 授業後

映像
撮影

コミュニケー
ションツール

ICTだからこそ
できること

と比較しながら、課題を見いだすことができるよ

うになった。見ることによって得られた気付きや

コツは、写真に言葉で書きこみ、ロイロノートの

カードを使用して動画と文字をつなげて管理した。

画像を比較することは、自分が思っている動きと

実際の動きの相違に気付かせることを促進するの

で、目標となる動きのイメージ化、理解に役立て

ることができた。アニメーション化、インタラク

ティブ化によって、連続図のつながりの動きや時

間やリズムの変化に対する指導も効率化が図られ

た。 
 

図 3 動画の編集 
 
授業における児童の課題設定は、運動に対する

児童の疑問やあこがれを促しながら、「学びたい」

という意欲を醸成させ、設定していくものと考え

られる。しかし、教師から提示される単元の課題

や本時の課題のイメージが大きく影響するので、

これまでの教師が主導する授業では、児童が主体

的自分の課題を持つことは困難であった。また、

児童が学ぶ途中で生まれる自己の課題や学んだ後

に生じる課題などのような個人課題を随時教師が

把握することも難しかった。ところが、タブレッ

トのアンケート機能を使用することによって、教

師が掌握することも容易にできるようになった。

単元や単位時間の課題設定のための映像や画像資

料が十分に準備されることによって、適切な資料

を児童が選択することが可能になれば、児童は適

切に課題を設定し、主体的に学ぶことが可能にな

ると考えられた。その際に重要になるのは、授業

中の児童の課題意識の変化を即座に把握する教師

の形成的な評価能力であり、課題の変化を形成的

に捉えることのできるポートフォリオを ICT 端

末によってデジタルで作成し、インタラクティブ

に捉えることが有効となると考えられた。動画の

蓄積・記録を学年・領域を超えてタブレットに保

存できることは、メリットと考えられるがその活

用については継続して活用方法を探求したい。 
今後の課題としては、個別最適化された学びに

よって児童と教師が関わることが少なくなること

が危惧され、どのように関わりを増やしていくか

は実践の中で検証をしていく必要がある。また、

体育の授業中には一人一台端末は、必ずしも授業

の効率を高めるとは限らず、2 人で 1 台，4 人で 1
台などの台数制限によって、一人ひとりの運動量

がどのように変化するのかを見ていくことも大切

である。一方で ICT 活用に際して、相性のよい領

域と悪い領域を検討することも課題として考えら

れる。 
 

５．まとめ 

ロイロノートを用いた体育の「教科書」とノー

トの活用により、連続図や示範動画への書き込み

が可能となり、共有やポートフォリオの役割を果

たし、学び合いのコミュニケーションツールとし

ての効果がみられ、以下のような知見が得られた。 
 
①練習の場の選択において学習の道筋を示し、実

技の前に目標を明確化することに有効であるこ

とが示唆された 
②児童への個別支援の充実と知識の蓄積が可能と

なり、知識の再構成、利用が容易になることが

示唆された。 
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